
令和５年度

 通常予算補足資料

高萩市



（新）：新規事業　（拡）：拡充事業

1 放課後児童クラブ運営経費 子育て支援課 補足資料①

2 （拡）生活保護事務経費 社会福祉課 補足資料②

3 （拡）地域医療対策事業経費 健康づくり課 補足資料③

4 （新）保健事業と介護予防の一体的実施事業経費 市民課・健康づくり課・高齢福祉課 補足資料④

5 （拡）個別予防接種経費 健康づくり課 補足資料⑤

6 子育て支援にかかる主な施策
市民課・環境市民協働課
健康づくり課・子育て支援課
教育総務課・生涯学習課

補足資料⑥

7 （拡）はぎッズサポーター活動支援経費 生涯学習課 補足資料⑦

8 （拡）スポーツ推進経費 生涯学習課 補足資料⑧

9 農業用施設整備事業 農林課 補足資料⑨

10 （新）中山間地域農業基盤整備促進事業 農林課 補足資料⑩

11 林道小山線改良事業 農林課 補足資料⑪

12 建築指導事務経費 都市建設課 補足資料⑫



13 （新）交通安全施設整備事業 都市建設課 補足資料⑬

14 （新）救助工作車購入事業 警防課 補足資料⑭

15 公共交通関連の各種施策 ＜地域公共交通確保対策経費ほか＞ 企画財政課 補足資料⑮

16 市道維持補修事業 都市建設課 補足資料⑯

17 市道舗装改良事業 都市建設課 補足資料⑰

18 橋梁長寿命化事業 都市建設課 補足資料⑱

19 都市計画総務事務経費 都市建設課 補足資料⑲

20 街路整備事業 都市建設課 補足資料⑳

21 配水管布設替事業 水道課 補足資料㉑

22 配水管布設事業 水道課 補足資料㉒

23 工業用水道配水管布設替事業 水道課 補足資料㉓



補　足　資　料 ①

  ＜高萩市公立児童クラブの運営＞

放課後児童クラブ運営経費

Ｒ５予算額　７１，６２０千円 子育て支援課

　児童の健全な育成を目的に、各小学校区内の放課後児童クラブを運営する。（令和５年度からは公立児童クラブを民間へ運営委託）。また、ひと
り親世帯や兄弟の同時利用世帯については、保護者の負担軽減を図る。

・高萩児童クラブ 定員４０名

・東 児童クラブ 定員４０名

・秋山児童クラブ 定員５０名

・松岡児童クラブ 定員５０名

［開所時間］

平 日：下校時～19時

土曜日・長期休暇：8時～19時

［保育料/月］

通常：5,000円/人

ひとり親世帯：2,500円/人

兄弟同時利用世帯（2人目以降）：2,500円/人

＜民間委託で期待できる効果＞

・支援員の欠員時のフォローが容易となり、安定

した児童クラブの運営が確保される。

・発達などに悩みを抱える児童やその保護者への

支援が、民間事業者の専門的な手法により充実

される。

・専属職員（統括責任者）の配置により、支援員

を対象とする研修・相談が実施され、保育の質

の向上が図られる。

【新規】

放課後児童クラブ運営委託料（公立分） 36,000千円

【特定財源】子ども・子育て支援交付金（国1/3、県1/3）



補　足　資　料 ②

生活保護事務経費（拡充）

Ｒ５予算額　４２，３０４千円 社会福祉課

　マイナンバーカードを利用したオンライン資格確認を導入することにより、医療扶助制度の適正かつ効率的な運営を促進するとともに、生活保護
受給者の利便性の向上を図る。

【特定財源】社会保障・税番番号制度システム整備費補助金（国10/10）

【新規】

システム整備費等 6,880千円

生活保護

受給者 医療機関

福祉事務所を訪れて紙の医

療券を受領後、医療機関で

医療券を提出して受診。

直接医療機関を訪れて、マ

イナンバーカードを提示し

て受診。

生活保護受給者から紙の医

療券を受領して資格確認、

または福祉事務所に電話等

で資格確認を実施。受給者

番号を手入力。

マイナンバーカードを利用し

てオンラインで即時資格確認、

医療券等の情報は自動取込み。

現行

導入後

福祉事務所

毎月、約500枚紙の医療券

を印刷して生活保護受給者

へ交付、または入院患者等

のために、医療機関へ送付。

オンラインで資格確認可能な

ため、紙の医療券を発行する

必要が無くなり、事務の省力

化が図られる。



補　足　資　料 ③

　

地域医療対策事業経費（拡充）

Ｒ５予算額　１３６，９５４千円 健康づくり課

　救急医療の確保と安定した地域医療の充実を図るため、公的病院の救急医療体制や安定した常勤医師確保に係る支援を行う。また、産科医療
体制確保を図るため、新たに常勤医師の確保が困難な公的病院に勤務する非常勤産科医確保に対する支援を行う。

公的病院（県北医療センター高萩協同病院）に対する支援 常勤医師確保に係る支援

　 １，２００千円

　 ５，０００千円

　※市内の病院（３病院）
   ・県北医療センター高萩協同病院
   ・やすらぎの丘温泉病院
   ・高萩それいゆ病院

　市内の病院に勤務する見込みの常勤医師の定住を促進すること
で、医師不足を解消し、安定した医療体制を確保するため、医師の
住宅取得費用の一部を補助する。

■医師確保支援補助金

　常勤医師の確保を図るため、市内の病院に１年以上勤務又は勤務
しようとする医師の住宅費を補助する（※研修支援については、見
直しを行い補助対象外とする）。

■医師定住促進事業補助金

　 １５，４８０千円

内 容

　安定した産科医療体制確保のため、県北医
療センター高萩協同病院に勤務する非常勤産
科医に対し、定額補助を行う（※県北医療セ
ンター高萩協同病院が支払う給与に上乗せし
て支給）。

対 象 者
　令和5年4月1日以降、県北医療センター高萩
協同病院産婦人科に勤務する非常勤産科医

補 助 額 　勤務1回につき30千円

積 算 内 訳

　＜第1・3週（月～土）＞
　　週11人体制（24週）
　　　30千円×11人/週×24週＝7,920千円
　＜第2・4・5週（月～金）＞
　　週9人体制（28週）
　　　30千円× 9人/週×28週＝7,560千円

■【新規】公的病院産科医確保支援補助金

【特定財源】地域振興基金

　 ４５，２７４千円

　 ７０，０００千円

■公的病院等運営費補助金

　救急告示病院である公的病院の救急医療提供体制を確保す
るための補助金。

■公的病院産科・救急医療体制支援補助金

　市内における産科及び救急医療体制（主に麻酔科医の確
保）を維持し、市民生活の安全・安心の確保及び子育て支援
体制の充実を図るための公的病院に対する補助金。



補　足　資　料 ④

保健事業と介護予防の一体的実施事業経費（新規）

Ｒ５予算額　８，４２３千円（健康づくり課分）
　　　　　　　　　３２２千円（高齢福祉課分）

市民課・健康づくり課・高齢福祉課

　後期高齢者（75歳以上）の特性に応じた生活習慣病等の重症化予防や心身機能の維持を図ることを目的に、医療専門職が連携し既存の保健事
業と介護予防事業を一体的に実施する。

介護予防事業［高齢福祉課］

（ポピュレーションアプローチ）
通いの場における運動・栄養・口腔等のフレイル予

防健康教育・健康相談を行う。必要に応じて、受診

勧奨や介護サービスの利用勧奨。

スタッフ：保健師・看護師・歯科衛生士・栄養士

保健事業［健康づくり課］

（ハイリスクアプローチ）
生活習慣病等の重症化予防を行う。

医療専門職等と連携しながら、訪

問等で保健指導を実施。

スタッフ：保健師

茨

城

県

後

期

高

齢

者

医

療

広

域

連

合

運営管理［市民課］

・広域連合との連絡・調整

事業の企画・調整［健康づくり課］

・医療・介護データ分析

・事業の企画・調整

スタッフ：保健師（専従）

委託契約

後期高齢者（75歳以上）の保健事業と介護予防を一体的に実施

調 整

連 携 ・ 調 整

・フレイル（※）のおそれのある高齢者全体への支援

・通いの場への関与

※ フレイル
要介護状態に至る前段階として位

置づけられ、 加齢や疾患により心

身の働き、社会的なつながりが弱く

なった状態

【特定財源】保健事業と介護予防の一体的実施事業受託事業収入（定額）



補　足　資　料 ⑤

　

個別予防接種経費（拡充）

Ｒ５予算額　６４，７８３千円 健康づくり課

　骨髄移植等の医療行為により移植前に接種した予防接種免疫が消失した人に対し、定期予防再接種費用の助成を行う。

（単位：円）

委託料単価 回数 小　計
（Ａ) （Ｂ) （Ａ)×（Ｂ)

27 275,550

　※委託料単価については、医療機関との契約により
    毎年度異なるため、令和４年度単価を記載

【参考】定期予防再接種した場合の助成額

合　　　　　　計

予防接種名№

9 Ｂ 型 肝 炎 5,300 3 15,900

7 小 児 用 肺 炎 球 菌 12,550 4 50,200

8 水 痘 8,220 2 16,440

5 子 宮 頸 が ん 17,840 3 53,520

6 ヒ ブ 感 染 症 9,490 4 37,960

3 麻しん風しん 11,500 2 23,000

4 日 本 脳 炎 7,460 4 29,840

1 四 種 混 合 10,860 4 43,440

2 二 種 混 合 5,250 1 5,250

対 象 者
　骨髄移植等の医療行為により、接種済みの定期予防接種の予防効果が
期待できないと医師が認めた人。

対象となる
予防接種の
種 類

　骨髄移植等の医療行為前に接種した予防接種のうち、再度予防接種を
受ける必要があると医師が認めた予防接種
　　四種混合、二種混合、麻しん風しん、日本脳炎、子宮頸がん、
    ヒブ感染症、小児用肺炎球菌、水痘、Ｂ型肝炎

助 成 額
　予防接種を実施した当該年度における予防接種委託料の額を上限とす
る（参考：右表のとおり）。

助 成 方 法 　償還払い（※原則、要事前申請）

【新規】骨髄移植等に係る定期予防再接種費用助成　　　　　　２７６千円



補　足　資　料 ⑥

［令和５年度］子育て支援にかかる主な施策

（不妊治療等にかかる費用の一部助成） （妊娠から産後１か月の健診費用の一部助成）

（自宅等にて助産師から育児相談等の支援）

（妊娠から育児に関する講義や実習を実施）

（子育て中の親子が集える場の提供）

（保健師等の自宅訪問による子育て相談支援等）

(健診やその後のフォロー教室等を実施)

(第２子以降の保育料軽減［所得制限あり］)

（地域住民等の組織による育児援助活動）

（発達に悩みを抱える子とその保護者への支援）

（住宅取得や奨学金返還に対する支援） （市内の空家等の情報を一元管理） （いばらき出会いＳＣへの入会費の助成）

（出生から約１歳までで３回の健診）

（赤ちゃんがいる人の交流場の提供と助産師相談） （離乳食など子育て知識の習得）

（小：ランドセル、中：リュックサック）

（第２子、第３子以降への支援など）

（地域住民等による小学生との放課後活動）

（不登校等の悩みを抱える家庭の支援）（放課後に保護者不在の小学生の活動場）

（第３子以降の子が入園・入学した際の祝金）

（安心な出産・子育てのため給付金を支給）

（ ）カッコは事業内容



補　足　資　料 ⑦

■事業概要

はぎッズサポーター活動支援経費（拡充）

Ｒ５予算額　１，０４３千円 生涯学習課

　幅広い地域住民等の参画により、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるため「地域学校協働本部」を設置する。また、従来のボランティア
団体を「はぎッズ応援隊」として統合するなど、「学校を核とした地域づくり」を目指し、学校と地域が連携・協働する活動を推進する。

教育委員会

学校 地域

地域連携コーディネーター(教職員)

委員：保護者、学校運営に資する活動者、
学識経験者 など

「地域とともにある学校づくり」を目指し、学校
運営に必要な支援に関して協議、運営する

学校運営協議会（各中学校区ごと）

推進委員：はぎッズ応援隊リーダー、
各学校区運営協議会会長 など

「学校を核とした地域づくり」を目指し、はぎッズ応
援隊の活動や地域と学校の連携について協議、推進する

地域学校協働本部

学習支援

（旧）はぎッズ

サポーター

登下校見守り支援

（旧）地域子ども安

全ボランティア

学校運営協議会と地域学校協働本部の関係

・学校と地域（はぎッズ応援隊）をつなぐ役割
・学校側の総合窓口

コミュニティ・スクール

はぎッズ応援隊（地域住民）

・地域（はぎッズ応援隊）と学校をつなぐ役割
・地域側の総合窓口

依頼
調整

放課後支援

（旧）放課後子ども教室支援員

はぎッズ応援隊リーダー

地域学校協働活動

連携・協働



補　足　資　料 ⑧

スポーツ推進経費（拡充）

Ｒ５予算額　１，２４４千円 生涯学習課

　中学校生徒の週末活動の選択肢を増やすため、土日の学校部活動の地域移行に取り組む。国の提言である改革集中期間（令和５～７年度）に
おいて、各種目ごとに段階的に地域へ移行し、学校部活動地域移行連絡協議会（仮称）による検証を経て、完全移行を目指す。

学校部活動地域移行連絡協議会（仮称）

事務局 教育委員会

市内各中学

校に在籍す

る全ての希

望する生徒

連絡調整・謝金支払

令和５年度 令和６・７年度 令和８年度



補　足　資　料 ⑨

農業用施設整備事業

Ｒ５予算額　７，４２５千円 農林課

　農業用の用水路・排水路・ため池の機能回復と維持管理の軽減を図り、農業基盤の基礎として改修整備を実施する。

【西原地区 水路改修】

改 修 前
水路擁壁改修により用水機能の維持管理の軽減を図る。

・コンクリートフリューム800×800 ・延長 L=90.0ｍ

【特定財源】

・山間急傾斜地帯土地改良事業費補助金（県47.5%）

・農業用施設整備事業債（充当率75%）



補　足　資　料 ⑩

中山間地域農業基盤整備促進事業(新規)

Ｒ５予算額　４，９５０千円 農林課

　水田耕作休耕地の解消や営農規模拡大を図るため、中山間地域の水田の畑地化への転換等を実施する。

【下君田地区 水田畑地化】

水田を簡易な基盤整備促進により畑地化

客土することにより水田から畑地転換を行い
営農耕作地として有効活用

客土1800ｍ2（0.18ha）

【特定財源】

・中山間地域農業基盤整備補助金（県62.5%）

・中山間地域農業基盤整備負担金（地権者15.0%）



補　足　資　料 ⑪

林道小山線改良事業

Ｒ５予算額　５０，１００千円 農林課

輸送力の向上及び安全確保を図ると共に、自然環境の保全など社会要請に対応するため局部的構造の改良を図る。

令和2年度
①～⑪工区
　Ｌ＝400m

調査測量設計業務委託

令和3年度
①工区
　Ｌ＝74.6m

・落石防護柵工
・法面保護工
・舗装復旧工

令和4年度
①②③④⑤⑥
 工事箇所6ヶ所

　Ｌ＝290.5ｍ

・法面保護工
・大型ブロック積工
・補強土壁工
・舗装復旧工

・法面保護工
・ガードレール工

⑫落石対策
　Ｌ＝24.0m

・ロープ伏せ工
・落石防護柵工

令和5年度

⑦工区
　Ｌ＝38.1m

・法面保護工

⑧工区
　Ｌ＝40.4m

・法面保護工

⑨工区
　Ｌ＝18.0m

・排水施設工
・舗装復旧工

⑩工区
　Ｌ＝61.0m

・積ブロック工
・法面保護工
・舗装復旧工

⑪工区
　Ｌ＝44.0m

①
②

③ ④

⑤⑥
⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

林道小山線

⑫

【特定財源】

・地方創生道整備推進交付金（県1/2）

・林道小山線改良事業債（充当率100％）

・森林環境譲与税基金



補　足　資　料 ⑫

補助限度額
３，０００千円／件

建築指導事務経費

Ｒ５予算額　３６，５４８千円 都市建設課

　茨城県耐震促進計画に定められた緊急輸送道路（国道６号）沿道の建築物のうち、地震による倒壊により道路の過半を閉塞する恐れのある昭
和５６年以前の建築物（要安全確認計画記載建築物）の耐震化を促進し、緊急輸送道路の通行を確保するため、耐震診断費用を助成する。

要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物

前面道路幅員が１２ｍを超える場合

幅員の１／２の高さを超える建築物

国 道 ６ 号

■大規模建築物等耐震化支援補助金［新規］
要安全確認計画記載建築物に位置付けられた建築物は、
耐震診断が義務付けられる。

※Ｒ５は１件分3,000千円を予算化

【特定財源】

・防災・安全交付金（国1/2）

・木造住宅耐震化支援事業費等補助金（県1/3）

【耐震化支援の流れ】

現地調査

所有者との意向確認

耐震診断
（結果公表）

耐震改修工事

又は解体工事

耐震性あり

耐震性なし

終了



補　足　資　料 ⑬

交通安全施設整備事業（新規）

Ｒ５予算額　 ２５，６００千円 都市建設課

　通学路合同点検に基づき、対策必要箇所について歩行者の安全を確保するため整備する。

事業名 R5年度予算

　

7.2.5.53 　①市道1041号線（大字上手綱地内）

交通安全施設整備事業 　②市道1318号線（有明町1丁目地内）

　③市道1408号線（有明町2丁目地内） L=400ｍ

L=260ｍ

事業内容

L=300ｍ

歩道整備測量設計業務

25,600千円

①

②

③

【特定財源】

・防災・安全交付金（国5.5/10）

・市道整備事業債（充当率90％）



補　足　資　料 ⑭

救助工作車購入事業（新規）

Ｒ５予算額　１４６，０８１千円

　計画的な消防車両等の更新により迅速かつ効率的な救助活動を行うため、救助工作車（購入後２０年経過）を更新し、市民の安全・安心につな
げる。

警防課

車両の特徴

・４輪駆動方式により災害時の悪路等の走行での機
動性を向上する。

・キャビン上部をハイル―フとすることにより、隊
員の乗車スペースを確保するとともに、キャビン
内部の積載スペースが確保できる。

装備基準に基づく主な器具

・ 救助資機材
・ クレーン
・ ＬＥＤ照明装置
・ ３連はしご
・ 空気呼吸器 など

イメージ

救助資機材

高圧噴霧消火装置

その他の器具

・ 高圧噴霧消火装置

（交通救助現場での不測かつ突発的な車両火災に有効）

【特定財源】

・救助工作車購入事業債（充当率100％、90％）



補　足　資　料 ⑮

［令和５年度］ 公共交通関連の各種施策
＜地域公共交通確保対策経費ほか＞

企画財政課

■MaaS（マース）の導入
スマートフォンアプリを活用し、交通手段とそ
の他サービスを複合的に提供可能とするサービ
スを構築。
高萩市商店会活性化事業補助金 300千円

※MaaS：Mobility as a Service

■通学者への定期券購入助成
市内外へ通学する高校・大学生を対象に、
路線バス定期券の２割を支援。
通学用バス定期券割引支援補助金 500千円

■高齢者への路線バス運賃助成
65歳以上の高齢者を対象に、市内路線
バス運賃の５割を支援。

高齢者公共交通利用促進経費 2,776千円

（参考）高齢者運転免許自主返納支援 3,216千円
65歳以上の高齢者が運転免許を自ら返納した場合、
30千円分のタクシー・バス回数券等を交付。

■路線バスの運行支援
市内路線バスの運行維持にかかる経費を支
援。
（茨城交通、椎名観光バス）

バス路線運行維持費補助金 10,181千円

■「My Rideのるる」の運行支援
ＤＲ（ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾙｰﾃｨﾝｸﾞ）システムを活用し
た呼出型乗合バス「My Rideのるる」の運
行支援。
※ＤＲシステム：予約に応じて柔軟にて運行経路
を設定可能とするシステム
バス路線運行維持費補助金 28,819千円

■高速バスの運行支援
高萩～東京線の高速バス運行にかかる経費を支援。

高速バス路線運行支援費補助金 1,000千円

■デマンド型乗合タクシーの運行支援
交通空白地域の移動手段の確保のため、デ
マンド型乗合タクシー運行にかかる経費を
負担。
・旧高岡地区（一般利用、小・中学生の通学利用）
・高戸常磐線東・赤浜地区（一般利用）

デマンド交通運行費負担金 9,500千円



補　足　資　料 ⑯

市道維持補修事業

Ｒ５予算額 　５４，７００千円 都市建設課

老朽化した道路施設（市道及び若栗トンネル）の補修工事を計画的に実施する。

②

③

①若栗トンネル補修工事

事業名 R5年度予算

　 ①若栗トンネル補修工事 ひび割れ補修　1.0式

7.2.2.50

市道維持補修事業 　②市道1592号線（大字上手綱地内） L=150ｍ

　③市道1661号線（大字下手綱地内） L=600ｍ

事業内容

54,700千円
生活道路舗装工事

〶

県道 高萩・塙線

【特定財源】

・道路メンテナンス事業費補助金（国5.5/10）

・市道整備事業債（充当率90％）



補　足　資　料 ⑰

市道舗装改良事業

Ｒ５予算額　 ４６１，６００千円 都市建設課

　高萩市地域再生計画に基づく観光周遊道路、及び医療機関までの第３次緊急輸送道路を整備する。

④ 市道217号線道路改良工事

国道461号

大能物産センター

　市道105号線

市道112号線

高萩ユーフィールド

スカウトフィールド

高萩カントリークラブ

事業名 R5年度予算 財源

①市道213号線道路改良工事（大字上君田地内）  L=1,730m

②市道104号線道路改良工事（大字中戸川地内）  L=200m

③市道103号線道路改良工事（大字上君田地内）  L=650m

社会資本整備総合交付金事業

④市道217号線道路改良工事（大字上手綱地内）  L=360m

7.2.3.04
市道舗装改良事業

461,600千円

事業内容
地方創生道整備推進交付金事業

・地方創生道整備推進交付金（国 5.0/10）
・市道整備事業債（充当率 100％）

・社会資本整備総合交付金（国 5.0/10）
・市道整備事業債（充当率 90％）

③ 市道103号線道路改良工事

① 市道213号線道路改良工事

② 市道104号線道路改良工事



補　足　資　料 ⑱

作成中

橋梁長寿命化事業

Ｒ５予算額　 ４４，２００千円 都市建設課

　橋梁を良好な状態に保つために、定期点検及び維持・修繕を実施し、橋梁の長寿命化を図る。

⑧ ⑨

②

⑩

⑦

⑤

④

⑥

③

①

小山ダム

緑の郷コミュニティーセンター

小滝沢キャンプ場

橋梁定期点検　（10橋）

① 津智獄橋 ⑥ 松倉橋

② 横町橋 ⑦ 中の沢大橋

③ 小神戸橋 ⑧ 第一山王橋

④ 松倉大橋 ⑨ 第二山王橋

⑤ 中の沢橋 ⑩ 横川大橋

【特定財源】

・道路メンテナンス事業費補助金（国5.5/10）

・市道整備事業債（充当率90％）

横川

下君田

大能



補　足　資　料 ⑲

都市計画総務事務経費

Ｒ５予算額　３２,８３９千円 都市建設課

　大規模盛土造成地の地震時の安定性を確認するため、簡易地盤調査で抽出した箇所の地質調査・土質試験・盛土安定計算を実施する。

大規模盛土造成地とは

盛土造成地のうち以下の要件に該当するものを『大規模盛土造成地』と呼びます。

【Ｒ５実施内容】
・地質調査 N= 1箇所（2地点）

・土質試験 N= 1地点

・盛土安定計算 N= 1箇所

第二次スクリーニング

・大規模盛土造成地の年代調査

・地質調査の必要箇所の抽出（R2実施、N=2箇所）

・簡易地盤調査及び地盤安定解析（R4実施）

・地質調査及び盛土安定計算等（R5～6で実施予定）

※調査の結果、対策工事を必要としない場合は事業完了

対策工事の検討・実施 （R7以降予定）

変動予測調査

宅地耐震化推進事業（大規模盛土造成地）の流れ

第一次スクリーニング

・大規模盛土造成地の位置及び規模の把握 （N=85箇所）

・大規模盛土造成地マップの作成・公表（H28実施、公表済）

■大規模盛土造成地地盤調査：10,890千円

【特定財源】

・防災・安全交付金（国1/3）



補　足　資　料 ⑳

都市建設課

街路整備事業

Ｒ５予算額　１２，９４８千円

　都市計画道路３・４・１号安良川下手綱線の事業進捗を図るため、工区分割設計を行い工事発注に必要な図書を作成するとともに、軟弱地盤箇
所の地盤改良工事を実施する。

＜準用河川玉川～市道1177号線まで＞

地盤改良工事

延長 Ｌ＝１００ｍ

都市計画道路３・４・１号安良川下手綱線

Ｌ＝７５０ｍ、Ｗ＝１６ｍ

都市計画道路３・４・１号安良川下手綱線

設計資料作成（工区分割委託設計）

Ｌ＝７５０ｍ

【特定財源】

・防災・安全交付金（国5.5/10）

・都市計画道路整備事業債（充当率90％）



補　足　資　料 ㉑

配水管布設替事業

R５予算額　１７５，５６０千円 水道課

① ②

③

アラヤ

秋
山
下
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー

① ②

拡大図

高萩それいゆ病院
やすらぎの丘

温泉病院

特別擁護老人ﾎｰﾑ

松籟荘

③拡大図
事業名 R５年予算 内　　　容

配水管布設替事業 175,560千円

①ダクタイル鋳鉄管φ350（大字島名・秋山地内） L=350m

②硬質塩化ビニール管φ100（大字島名・秋山地内） L=280m

③ダクタイル鋳鉄管φ200（大字上手綱地内） L=260m



補　足　資　料 ㉒

配水管布設事業

R５予算額　５４，６７０千円 水道課

①

②

都市計画道路３・４・１号安良川下手綱線

県北医療センター

高萩協同病院

高萩森林公園

本町ファミリー

スポーツ公園

事業名 R５年予算 内　 　容

配水管布設事業 54,670千円

①ダクタイル鋳鉄管φ250（大字上手綱地内） L=250m

②硬質塩化ビニール管φ100（大字下手綱地内）
都市計画道路

L=200m



補　足　資　料 ㉓

工業用水道配水管布設替事業

R５予算額　６０，１７０千円 水道課

①

②

事業名 R５年予算 内　 　容

①ダクタイル鋳鉄管φ500（大字下手綱地内）
都市計画道路

L=100m

②ダクタイル鋳鉄管φ500（本町４丁目地内） L=100m

工業用水道
配水管布設替事業

60,170千円

都市計画道路３・４・１号安良川下手綱線

本町ファミリー

スポーツ公園

①②拡大図

①

②


